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●学業成績による推薦　次のすべてに該当する方です。
　① �高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方
　② 調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3.8以上の方
　③ 本学が指定した学校長からの推薦による方
●資格取得による推薦　【経営学科のみ】
次のいずれかの推薦制度の条件に対し、該当する方。
　◎ 指定校推薦
　　 下記の①〜③すべてに該当する方です。
　　① 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方
　　② 本学が指定した学校長からの推薦による方
　　③ 日商簿記検定2級以上合格の方で、調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3．8以上の方
　◎ 公募推薦
　　 下記の①、②を満たし、③または④のいずれかに該当する方です。
　　① 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方
　　② 学校長からの推薦による方
　　③ 日商簿記検定2級以上の合格の方で、調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3．8以上の方
　　④ �全商簿記検定1級合格の方で、調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が4．0以上かつ、「外国語（英語）」「国語」「数学」の各教科の学習

成績の状況（評定平均値）が4．0以上の方
●キリスト者等推薦　次のすべてに該当する方です。
　　① �高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方、ならびに大学を受験する資格を取得した方、または2022

年3月までに取得見込みの方 　
　　② 調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3.5以上の方
　　③ 上記の条件を満たし、かつ次のいずれかの条件を満たす方
　　　1）�キリスト者であり、入学後東北学院大学のキリスト教活動に積極的に参加する意志のある方。所属教会牧師・神父による受洗証明と推薦書が

必要です。
　　　2）�キリスト教を建学の精神とする学校の生徒で、建学の精神に基づく諸活動（例えば、聖書研究会、聖歌隊、ボランティア活動等） において顕著

な業績を残し、入学後東北学院大学のキリスト教活動に積極的に参加する意志のある方。
　　　　志願に際しては、学校（宗教主任等）からの推薦書が必要です。
　　　[注意］キリスト教を建学の精神とする学校とは、キリスト教学校教育同盟、あるいは日本カトリック学校連合会に所属する学校を対象とします。
　　※出願資格の条件については、事前にアドミッションズ・オフィスに問い合わせて確認してください。
　　　推薦状は、本学ホームページより取得してください。

学校推薦型選抜■総合型選抜における重要評価点（学科別）
学部･学科 重要評価点

文　
　
学　
　
部

英 文 学 科

1． 十分な学力の裏付けがあること。
2． �英語を含む外国語学習に強い意欲をもち実践していること（第一次選抜の面接において、短い英文を音読してもらい、その内容について

質問に答えてもらう場合がある）。英語資格･検定試験の成績を第一次選抜の得点に反映させるので、成績証明書（コピー不可）を第一次選
抜の面接時に持参すること。

3． 知的好奇心が旺盛であること（第一次選抜の面接において、読書経験について答えてもらう場合がある）。
4． 論理的な思考力を有し、自分の言葉で自分の考えを明確に説明できること。
5． 英文学科のカリキュラムを十分に理解し、4年間の勉学プランをもっていること。

総 合 人 文 学 科

1． 思想・哲学、文化・芸術、宗教・神学などの人文諸学に関心をもち、本学科での勉学に強い意欲を有していること。
2． 英語をはじめとした基礎学力を有していること。
3． 読解力を有し、自分の考えを論理的に表現する力をもっていること（第一次選抜の面接で読書経験を尋ねられることがある）。
4． 社会に対して強い関心をもち、積極的にかかわろうとする姿勢を有していること。

歴 史 学 科

1． 歴史に関する基礎知識を有していること。
2． 歴史学科で何を学びたいのか、目的がはっきりしていること。
3． 好奇心旺盛で、自分から率先して学び調べようとする積極性があること（第一次選抜の面接において、読書経験を尋ねられることがある）。
4． 幅広い知識を吸収できる柔軟な思考・十分な基礎学力を有していること。

教 育 学 科

1． 十分な基礎学力を有し、知的好奇心が旺盛であること。
2． 論理的な思考力を有し、自分の言葉で自分の考えを明確に説明することができること。
3． 人の学びと教育に関して、強い関心をもっていること。
4． 本学科のカリキュラムを十分に理解し、4年間の勉学に関するプランをもっていること。

経
済
学
部

経 済 学 科

1． 国語･数学･英語の基礎学力が十分にあること。
2． 経済学科の理念、教育目標･到達目標について理解していること。
3． 経済学科の開講科目に強い関心を持ち、学ぶ目的がはっきりしていること。
4． 社会･経済の動きに強い関心を持ち、その背後にある理由や解決策を探究したいという強い意欲を持っていること。
5． 論理的に考え、自分の意見を明確に主張できること。

共生社会経済学科
1． 共生社会経済学科の教育内容とその特色をよく理解し、本学科で学ぶのに十分な基礎学力を有していること。
2． 共生社会経済学科で学びたいという明確な意志をもっており、それを自分の言葉で表現できること。
3． ボランティア活動や国際交流など、人と人との共生に関連する活動に、積極的に取り組もうとする意欲をもっていること。

経
営
学
部

経 営 学 科

1． 国語・数学・英語の十分な学力があること（面接では左記科目の学力を確かめることを目的とした質問をする場合がある）。
2． 本学部を志望する経緯について明確に説明できること。
3． 本学部で何を学び、それを将来どのように活かすかについての明確なビジョンをもち、それを実現するための学修プランをもっていること。
4． �社会や経済、経営全般に関して興味や疑問をもったことについて、深く掘り下げて調べ、明らかにした結果を自分の言葉で説明できること
    （第一次選抜の面接において、説明してもらう場合がある）。

法 

学 

部
法 律 学 科

1． 学びの基礎となる「国語」「外国語（英語）」「公民」の学力が法学部で学ぶ水準に達していること。
2． �本や新聞を定期的に読む習慣があり、それを通して法や政治への関心や知識をもっていること（第一次選抜の際に、「法または政治」に関す

る事柄をテーマに5分程度のプレゼンテーションをしてもらう）。
3． 将来への目標を有しており、そのために必要となる法学部での学習内容を理解し、学習への意欲を十分にもっていること。
4． 物事を筋道を立てて説明でき、自分なりの言葉で表現できること。

工　
　
学　
　
部

機械知能工学科

1． �機械工学を学ぶために必要な数学、物理、英語の基礎学力をもち、自分自身で問題を発見し、解決するための方法を考え、解決しようとする
姿勢をもっていること。

2． 総合型選抜により入学しようとするはっきりとした理由とそれを明らかにできる活動や経験があり、それを面接委員に十分に伝えられること。
3． 技術者として必要な自立・自律する心を育てることと、社会の一員としての責任を自覚して、積極的に学ぼうとする意欲をもっていること。
4． 学科のカリキュラムについての調査および把握をしたうえで、大学での勉学に対する意欲をもっていること。

電気電子工学科
1． 電気電子工学科の教育内容を十分に理解したうえで、総合型選抜を選択した理由、勉学動機と目標を明確に説明できること。
2． 電気電子工学を学ぶために必要な数学・物理・英語の基礎学力をもち、自ら学習しようとする積極性を有すること。
3． 先端科学技術に強い関心をもち、強い学習意欲と高い目標をもっていること。

環境建設工学科
1． 環境、土木、建築での学習に必要な基礎学力を有していること。
2． 環境、土木、建築で不可欠な科目（数学、力学、計画、設計製図、実験など）を学ぶ強い意欲があること。
3． 環境、土木、建築の技術者として、社会への貢献を希望していること。

情報基盤工学科
1． IT分野に強い関心があり、日常から関連分野の知識を習得する意欲があること。
2． 本学科で学ぶために必要な高等学校数学の基礎的学力を有すること（面接では数学Ⅰおよび数学Ⅱについて質問します※）。
3． 本学科で学ぶ心構えと意欲があり、かつ計画的な学習ができること。

教　
　
養　
　
学　
　
部

人 間 科 学 科

1． 人間や社会の問題に関して深い理解が得られるような本を積極的に読み、その内容を的確に理解する基礎的な学力を有すること。
2． 人間や社会の問題を実証的に分析する基礎となる数学的思考力を備えていること。
3． 自分の興味関心と将来の目標について筋道を立てて自分なりの言葉で説明できること。
4． 人間に対する探究心をもつとともに、本学科の提供する教育内容について自ら調べて、志望理由を明確に表明できること。

言 語 文 化 学 科

1． 英語をはじめとした基礎学力を有していること（第一次選抜の際、英文の音読とその内容についての質疑応答をお願いする場合もある）。
2． 日本語と英語のほか、ドイツ語、フランス語、中国語、韓国・朝鮮語のいずれかを学ぶ強い意欲があること。
3． �言語と社会をめぐる事象、とりわけ生活文化（衣食住、コミュニケーション、家族、ジェンダー、民族、宗教など）や表現文化（文学、思想、映画、

演劇、美術、音楽など）について、的確な理解と興味を有していること。
4． 自分の考えや興味関心を、理路整然と説明できること。

情 報 科 学 科

1． 大学で学ぶための基礎学力と理解力をもち、情報システム系、数理科学系、自然科学系のいずれかの科目に強い関心をもっていること。
2． 情報科学科のカリキュラムを理解し、目的意識をもちながら専門的に学ぶ意欲があること。
3． 一般社会における情報技術の必要性や役割を理解し、関連する諸学問分野にも広く関心があること。
4． 高校内外の人々と積極的にコミュニケーションを図ってきた経験をもち、そのことを具体的に説明できる表現力をもっていること。

地 域 構 想 学 科

1． 本学科で学ぶための十分な学力を有し、学科の教育内容を理解し、志望理由を明確に表現できること。
2．  �「よりよい地域づくり」に強い関心をもち、それを深く探究･解決しようとする意欲があること（第一次選抜の際、「よりよい地域づくり」につい

て5分程度のプレゼンテーションをしてもらう）。
3． 校内外の活動に積極的に取り組んできた経験をもち、その内容を自らの言葉で表現し説明できること。
4． 将来も地域に積極的にかかわっていこうとする明確な目的と意欲をもっていること。

※ 34ページ総合型選抜Q&A参照

■募集定員

■選抜方法

■出願期間･試験日･試験場･合格発表

■入学手続

出願書類の審査、小論文、面接により総合的に選抜します。

⑴ 小論文　【文・経済・経営・法・教養学部】
 　与えられた文章の要約や自分の意見の論述をします。
　（60分／800字程度）
⑵ 面接／面接試験担当者による個人面接を行います。（5～10分程度）

【文・経済・経営・法・教養学部】 【工学部】
試験科目 書類審査 小論文 面接 合計
配　点 １００ ２００ １００ ４００

試験科目 書類審査 小論文 面接 合計
配　点 200 100 １００ ４００

⑴ 小論文　【工学部】
　 与えられたテーマに関して、自分の意見の論述をします。
　 （60分／600字程度）
⑵ 面接／面接試験担当者による個人面接を行います。（5～10分程度）

学業成績による推薦（指定校推薦）

資格取得による推薦（指定校推薦･公募推薦）

キリスト者等推薦（公募推薦）

■出願資格
学部・学科および募集定員（5ページ）を参照してください。

■入学検定料 30,000円

選抜制度 出願期間 試験日
試験場

合格発表
文･経済･経営･法･教養学部 工学部

学業成績による推薦（指定校）
キリスト者等推薦（公募） 　11月  １日（月）〜

11月  ５日（金）
    15時必着

11月1８日（木） 泉キャンパス

多賀城
キャンパス 12月  1日（水）

14時資格取得による推薦（指定校）
資格取得による推薦（公募）A日程 −

資格取得による推薦（公募）B日程
   12月  ８日（水）〜

12月1０日（金）
    15時必着

12月1８日（土） 土樋キャンパス − 12月２4日（金）
11時

選抜制度名 日　　時
学業成績による推薦（指定校）
キリスト者等推薦（公募）
資格取得による推薦（指定校･公募 A日程）

202１年12月2１日（火）15時必着

資格取得による推薦（公募）B日程 202２年  1月12日（水）15時必着

※出願書類が出願期間より早く送付された場合は、出願期間初日に受付します。
　�合格者には発表当日、合格通知書を発送します。また、14時（Ｂ日程は11時）からは合否照会システムを利用して、パソコン、スマートフォンで合否を

確認することができます。

入学手続は、納付金の納入と指定書類の提出によって完了しま
す。詳細は合格通知書に同封される「入学手続要項」をご確認く
ださい。
納入金額については、学生納付金等［2021年度参考］を参照して
ください（42ページ）。
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■出願資格
■募集定員

●スポーツに優れた者の推薦
次のすべてに該当する方です。
　⑴ 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方
　⑵ 調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3.2以上の方
　⑶ 東北学院大学における志望学部での勉学に励み、かつ入学後、出願する本学体育系クラブでのスポーツ活動を継続する意思を持つ方
　⑷ スポーツ実績が、次に掲げる基準のいずれかに該当する方
　　① 全国大会もしくは広域大会出場の成績をおさめた方、または同様の成績をおさめたチームの登録選手として出場した方。
　　② 都道府県大会で８位以内の成績をおさめた方、または同様の成績をおさめたチームの登録選手として出場した方。
　　③ �（チームスポーツにおいて）所属するチームが上記①②の競技成績を残せなかった場合でも、そのクラブの指導者が、上記と同等以上の競技

能力を持っていることを証明できる方（所属クラブ指導者による記録証明書等）。
　 〔注意〕
　　1） 全国大会とは、全国高等学校総合体育大会（インターハイ）及びそれに準ずる大会、国民体育大会を指します。
　　2） 広域大会、都道府県大会とは、全国大会の予選（県高総体等）や、県大会を経た広域大会（東北大会、関東大会等）を指します。
　　3） 国公立高等学校または私立高等学校だけでの大会は出願基準の対象とはなりません。
　　4） 武道関係の競技種目については、流派だけの独自大会等は出願基準の対象とはなりません。
　　5） 学年別等、出場者が限定された大会等は出願基準の対象とはなりません。
　　6） 「アメリカンフットボール」は、アメリカンフットボール以外の 競技実績を持つ方の出願も可能です。
　　特例措置 ： �出願資格⑷における競技成績を残せなかった場合でも、そのクラブの指導者が出願資格と同等以上の競技能力を持っていることを証

明する場合は、出願資格⑷の条件を満たしたものと見なす。［所属クラブ指導者による証明書･推薦書等（任意書式）を提出すること。］
　⑸ 学校長からの推薦による方

●文化活動に優れた者の推薦
次のすべてに該当する方です。
　⑴ 高等学校もしくは中等教育学校を卒業した方、または2022年3月卒業見込みの方
　⑵ 調査書の全体の学習成績の状況（評定平均値）が3.5以上の方
　⑶ 本学への入学を専願とし、入学後も学業と学生団体での活動を両立させる強い意志と能力を持ち4年間活動を続けることができる方
　⑷ 学力・人物共に優秀であり、高等学校・中等教育学校在学中にクラブ活動等で活躍し、クラブの顧問等教員および学校長からの推薦による方

スポーツ・文化活動に優れた者の推薦を希望する方は、総合型選抜A日程第二次選抜には出願できませんので注意してください。

■選抜方法

■スポーツおよび文化活動実績の評価等に関する書類予備審査

⑴ 小論文
⑵ 面接 
⑶ スポーツテスト

「スポーツ実績の評価等に関する書類予備審査」を受けていない方は、推薦選抜当日に専門種目の技能についてテストを行います。
⃝ 書類予備審査
　 �出願を希望する方には、「スポーツ実績の評価等に関する書類予備審査」を受けることを勧めます。評価結果は評価通知日に出願者に発送します。

この審査を受けると推薦選抜当日のスポーツテストが免除されます。審査料は無料です。（26ページを参照してください）

［ポイント］
⑴ 書類予備審査申請書の請求は、学生課（022-264-6471）またはアドミッションズ･オフィスに電話で申し込んでください。
⑵ �前年度の小論文の問題は、32、33ページに掲載しています。評価のポイントは、課題の把握、論旨の展開、文章表現、誤字･脱字、文章量などです。

32、33ページの「小論文作成のアドバイス」を参考にしてください。
⑶ 面接では、志望動機、勉学意欲、将来についての考えなどを聞かれます。言動･態度なども併せて評価のポイントになります。
⑷ スポーツに優れた者の推薦での受験を希望する場合は、事前に当該種目のクラブと連絡をとることをおすすめします。
　 お問い合わせ : 学生課 TEL022-264-6471

⑴ 書類予備審査
　 �出願を希望する方は、「文化活動実績の評価等に関する書類予備審査」を必ず受けてください。書類審査により、受験資格を認めるかどうかを評価

します。評価結果は評価通知日に出願者へ発送します。審査料は無料です。（26ページを参照してください）
○ 2022年度入試の特例
　 新型コロナウイルス感染症拡大により、各種の文化関係の行事や大会等が中止、延期または規模縮小等がされている状況を考慮し、「主な活動･記
録」に記載できない箇所があることをもって不利益を被ることがないよう配慮いたします。
⑵ 小論文
⑶ 面接

●スポーツに優れた者の推薦
　出願書類の審査、小論文、面接、スポーツテストにより総合的に選抜します。

●スポーツに優れた者の推薦・文化活動に優れた者の推薦（共通）
　⃝ 小論文  【文･経済･経営･法･教養学部】 ： 与えられた文章の要約や自分の意見の論述をします。（60分／800字程度）
　　            【工学部】 ： 与えられたテーマに関して、自分の意見の論述をします。（60分／600字程度）
　⃝ 面　接 ： 面接試験担当者による個人面接を行います。（5～10分程度）

●文化活動に優れた者の推薦
　出願書類の審査、小論文、面接により総合的に選抜します。

試験科目 書類審査 小論文 面接 合計
配　点 200 100 １００ ４００

試験科目 書類審査 小論文 面接 合計
配　点 200 100 １００ ４００

学校推薦型選抜

　文・経済・経営・法・教養学部の志望者は「文・経済・経営・法・教養学部学生会体育会所属部種目」、工学部の志望者は「工学部学生会体育部所属部種
目」の中から選ぶことになります。（　）内は対象となる性別です。
　募集定員は125名です。そのうち49名が下表の○印（強化指定種目）の募集定員です。

スポーツに優れた者の推薦（公募推薦）　対象種目と注意事項

文化活動に優れた者の推薦（公募推薦）　対象となる文化活動

種　　　目　　　名
　硬式野球               （男） 　ゴルフ                  （男女） ○ライフル射撃              （男女）
○準硬式野球            （男） ○柔道                     （男） 　陸上競技                     （男女）
　軟式野球               （男） ○剣道                     （男女） ○水泳                           （男女）
　サッカー                （男） 　弓道                     （男女） 　スキューバダイビング    （男女）
○ラグビー               （男） 　空手道                  （男女） 　スキー                        （男女）
　アメリカンフットボール（男） 　相撲                     （男） ○スケート アイスホッケー （男）
○バスケットボール     （男女） 　合気道                  （男女） フィギュア       （男女）
　バレーボール          （男女） 　少林寺拳法            （男女） 　ヨット                          （男女）
　ハンドボール          （男） 　馬術                     （男女） 　ボート                         （男女）
○ソフトテニス           （男女） 　ボクシング             （男） 　自転車競技                  （男女）
　卓球                     （男女） 　フェンシング           （男女） 　山岳                           （男女）
　バドミントン           （男女） 　レスリング             （男） 　硬式テニス                   （男女）
　ボウリング             （男女） 　洋弓                     （男女）

文化活動名 本学の団体名 活動内容
応 援 団 応援団 学生会総合役員会に所属し大学公式行事の参加および体育会各部への応援活動。全日本学生応援団連盟加盟。
チアリーディング チアリーディングチーム 大学公式行事の参加および体育会各部への応援活動。チアリーディング選手権大会等の出場。

合 唱

キャロラーズ 女声合唱（一般合唱曲、宗教曲）。演奏会開催。
グリークラブ 男声合唱（一般合唱曲、宗教曲）。演奏会開催。
ヒムネンコール 混声合唱（一般合唱曲、宗教曲）。演奏会開催。
宗教部聖歌隊 混声合唱（一般合唱曲、宗教曲）。大学公式行事の支援。演奏会開催。

吹 奏 楽 シンフォニック・ウィンド・
アンサンブル（SWE）

大学公式行事の参加および体育会各部への応援活動。全日本吹奏楽コンクール等の出場。
演奏会開催。

美 術 美術部 絵画（水彩、油彩）作品、立体作品等の作成。自団体、他団体との合同での展示会実施。

書 道 書道研究部 楷書、行書、草書、かな、隷書、篆書、近代詩文、墨象、少字、刻字、篆刻等々の創作。自団体、他団体との合同での
展示会実施。

英 語 英語会（E.S.S） スピーチ、ディスカッション、ドラマ（演劇）等の分野での活動。他大学との合同活動あり。
演 劇 演劇部 役者、音響、照明、衣装、装置等の分野での活動。年4 回の定期公演。
放 送

（制作・技術・アナウンス等） 放送会 昼休みの学内放送、ラジオドラマの制作、アナウンス、音響、脚本、ディレクター等の分野での活動。全国
大学放送コンテスト出場。

ロ ボ ッ ト 製 作 ロボット研究会 ロボットの製作。大会（ロボコン）出場。

種　　　目　　　名
準硬式野球               （男） ソフトボール             （男）
サッカー                   （男） 柔道                       （男）
ラグビー                  （男） 剣道                       （男女）
バスケットボール        （男） 弓道                       （男女）
バレーボール            （男） 空手道                    （男女）
ハンドボール            （男） 躰道                       （男女）
硬式庭球                  （男女） 合気道                    （男女）
ソフトテニス              （男女） 少林寺拳法              （男女）
卓球                        （男女） 洋弓                       （男女）
バドミントン              （男女） スキー                    （男女）
ゴルフ                     （男女） 山岳                       （男女）
アメリカンフットボール  （男）

文・経済・経営・法・教養学部学生会体育会所属部種目 工学部学生会体育部所属部種目

スポーツに優れた者の推薦（公募推薦） 文化活動に優れた者の推薦（公募推薦）

■入学検定料

申請期間 提出先 申請書 評価通知
　　　　９月17日（金）〜
　　　   ９月24日（金）１２時必着

東北学院大学
アドミッションズ･オフィス 本学所定の用紙に記入･捺印をしてください。 １０月8日（金）

■出願期間･試験日･試験場･合格発表
■入学手続

学部・学科および募集定員（5ページ）を参照してください。

！

すべて「学業成績による推薦（指定校推薦）」に準じます。
23ページを参照してください。
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※2022年度入試の特例
新型コロナウイルス感染症の拡大により、各種のスポーツ・文化関係の行事や大会等が中止、延期又は規模縮小等がされている
状況を考慮し、2022年度入試においても特例措置を設ける。
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（（様様式式１１））  

東北学院大学 

2021年度 

ススポポーーツツにに優優れれたた者者のの推推薦薦  

書書  類類  予予  備備  審審  査査  申申  請請  書書  

 
審査番号 

 

※この欄には記入しないこと 

 

2020年    月    日 

志望学部・学科  学部           学科 

 
スポーツ種目（※大学での種目を記入すること） ポジション・専門種目等 所有段位等 

   

 
ﾌﾘｶﾞﾅ  出

身

校 

都・道  
府・県  

国立・公立・私立 

氏 名  

                           印 

 

学校 

 

生年月日 西暦      年    月    日 性別 男・女 西暦       年３月 卒業見込・卒業 

現住所 郵便番号      ― 電 話          ―          ― 

都・道  

府・県 

 
主  な  戦  績  ・  記  録 出願資格４ 

都

道

府

県 

   年   月 大会名 種 目 ①～③を一つ記入 

成績・記録・活動内容 
  

 

広 

 

域 

   年   月 大会名 種 目 ①～③を一つ記入 

成績・記録・活動内容 
  

 

全 

 

国 

   年   月 大会名 種 目 ①～③を一つ記入 

成績・記録・活動内容 
  

 

 
既卒者の方のみ記入 ： 学校卒業後、スポーツはどこで続けましたか。 

１．〔                   〕の一員として  ２．どこにも属さず自分で  ３．その他〔             〕 

 
身     長 体     重 胸     囲 

㎝  Kg  ㎝  

 
体力テスト  学校の調査書における 

学習成績の状況 
全  体 

 

1 握 力 
右 Kg 

左 Kg 国  語  地  歴  

2 上 体 起 こ し  回 数  学  公  民  

3 長 座 体 前 屈  ㎝ 外 国 語  理  科  

4 反 復 横 と び  点  ※先生に聞くなどして、必ず記入すること 

5 

持 久 走 

または 
20ｍシャトルラン 
（往復持久走） 

     分 秒  志望学科を選んだ理由 

折り返し数 

最大酸素 
摂 取 量 
 

回 

 
Ml/Kg・分 

 

6 ５ ０ ｍ 走  秒 

7 立 ち 幅 と び  ㎝ 

8 ハンドボール投げ  ｍ 

※ 学校で測定、または各自で測定したものを必ず記入 

  すること。 
 

  

スポーツに優れた者の推薦･文化活動に優れた者の推薦予備審査申請書（2021年度参考） 特別選抜

特別選抜

帰国生特別選抜

　次のいずれかに該当する方で、日本国籍を有し、家族の外国勤務・在留にともない外国の学校に在学し、卒業後大学入学時までの経過年数が原則と
して1年未満の方です。
① �外国において通常の課程による12年の学校教育課程（日本における通常の課程による学校教育期間を含む）を修了し、そのうち外国において在住

国の正規の教育制度に基づく中等教育機関に最終学年を含めて2年以上継続在学して卒業した方、または2022年3月までに卒業見込みの方
② �外国において、中等教育機関に3年以上継続して在学し、外国の学校教育課程に基づく教育を受け、帰国後日本の高等学校に入学し、当該高等学校

を2022年3月までに卒業見込みの方。　ただし、日本の高等学校もしくは中等教育学校（後期課程）における在学期間が帰国後１年半を超えない方
③ �外国において学校教育における12年の課程を修了した方に準ずる方で、文部科学大臣の指定した方（原則として、最終学年を含めて2年以上継続

在学した方であること）

すべて「総合型選抜」に準じます。
19〜22ページを参照してください。

〈次ページへ〉

学部・学科および募集定員（5ページ）を参照してください。

学　部 学　科 定　員 学　部 学　科 定　員

文 学 部

英 文 学 科

若干名

工 学 部

機 械 知 能 工 学 科

若干名

総 合 人 文 学 科 電 気 電 子 工 学 科
歴 史 学 科 環 境 建 設 工 学 科
教 育 学 科 情 報 基 盤 工 学 科

経 済 学 部
経 済 学 科

教 養 学 部

人 間 科 学 科
共生社会経済学科 言 語 文 化 学 科

経 営 学 部 経 営 学 科 情 報 科 学 科
法 学 部 法 律 学 科 地 域 構 想 学 科

■出願資格

■入学検定料
■選抜方法
■出願期間
■試験日
■試験場
■合格発表
■入学手続

■募集定員

■募集定員

外国人留学生特別選抜

■出願資格
次のすべてに該当する方です。
⑴ 2021年4月1日現在、外国籍をもつ方で、次の①、②のいずれかに該当する方
　① 外国において通常の課程による12年の学校教育課程を修了した方、またはその国において大学入学資格を有する方
　② 文部科学大臣の指定した方
⑵ 入学までに「出入国管理および難民認定法」の「留学」に定める在留資格に変更する方
⑶ �独立行政法人日本学生支援機構が実施する日本留学試験を2021年6月または11月に指定する教科・科目を受験した方で、日本語の得点が、受験

生の平均点以上の方
　 出願する学部により次の教科・科目を指定します。日本留学試験の出題言語は日本語です。

［日本留学試験］ 学　部 試験科目（必須） 試験科目（選択）
文 学 部
経 済 学 部
経 営 学 部
法 学 部 日　　本　　語

総合科目・数学（コース１）から
どちらか１科目

教 養 学 部 理科（２科目自由選択）・総合科目・
数学（コース１）からどれか１科目

工 学 部 日本語、理科（物理・化学）、数学（コース２）

❶� 「スポーツ種目」の欄は、高等学校･中等教育学校在学中に活
動実績を有し、大学でも引き続き活動を希望する種目を記入
してください。種目については、文系志望者は「文･経済･経営
･法・教養学部学生会体育会所属部種目」、工学部志望者は「工
学部学生会体育部所属部種目」とします。

❷� 「主な戦績･記録」の欄は、高等学校･中等教育学校在学中の
活動で、評価を受けるうえで特に重要と思われるものを記入
してください。

※�出願資格⑷③に該当する方は、必ず所属クラブ指導者による
記録証明書等を提出してください。

【スポーツに優れた者の推薦】

【文化活動に優れた者の推薦】

❶� 「文化活動名」の欄は、高等学校･中等教育学校在学中に活動
実績を有し、大学でも引き続き行う活動名を記入してください。

❷� 「役割」の欄は、部長、副部長、パートリーダーもしくは担当のパー
ト（楽器名）など、文化活動で担った内容を記入してください。

❸� 「主な活動･記録」の欄は、高等学校･中等教育学校在学中の活
動を学年ごとに記入してください。「主な出場大会･コンクール
等」は、大会に出場した方のみ記入してください。複数の大会に
出場した場合は、成績の良い大会から順に2つ記入してくださ
い。大会やコンクールなどで賞、順位などがある場合は、「成績･
記録･活動内容」の欄で大会の規模をまじえて説明を記入してく
ださい。活動内で中心的存在として活躍したことがあれば、その
内容を具体的に記入してください。

《スポーツに優れた者の推薦記入欄のポイント》

《文化活動に優れた者の推薦記入欄のポイント》
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❷
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